
『中小企業景況調査概況』 

 

 福井県信用保証協会では、協会利用企業者の現状を把握し中小企業の経営をサポ

ートするため、景況調査を実施しましたので調査結果をお知らせいたします。 

（当協会の利用企業は従業員２０人以下の企業が約９割を占めています。） 

 

 

 

 

 

 

【保証動向】[平成２８年度（４～１２月末）] 

・ 平成２８年度（４～１２月末）の保証動向は、低金利競争を背景とした信用保証

料の割高感の強まりや金融機関において、保証や担保に依存せず企業の事業

性を評価して融資を行う取組みを推進していることなどから、保証承諾は減少

傾向で推移した 

・ 代位弁済額は、前年比９２．５％と減少するも、条件変更による返済緩和債権は、

依然として高水準で推移しており、保証承諾が減少傾向の中、保証債務残高に

占める割合はより高まっている 

 

【概 要】 

・ 今回（平成２８年１０～１２月）調査における中小企業の景況感は、前回調査（平成

２８年４～６月）より持ち直しが見られるものの一部の業種では厳しい結果となった 

DI値は「業況」、「売上高」、「採算」が改善、「仕入価格」、「資金繰り」で悪化となり、

製造業では改善となるも、卸売業や小売業では厳しい状況が続いている 

・ 来期（平成２９年１～３月）は厳しい見通し。売上・受注の減少、同業他社との競争

激化、労働力確保を経営上の問題として挙げる企業は多く、人手不足に伴う影響

や国際情勢の動向に対する懸念などから、先行きは不透明な経営環境が続くと見

込まれる 

【企業の声】 

・ 為替の変動が激しく、輸出の仕事が決まりにくい 

・ 電子部品や自動車部品メーカーの業績が、ともに好調のため、平成２９年も当

社の売上増が期待される 

・ 例年通りで特に厳しいこともないが、後継者がいないのが不安の種 

・ 北陸新幹線関係の受注拡大が予想されるが、労働人員の確保が最優先課題

である 

 

・  

 

【景況アンケート】 [当協会利用の１０００企業を対象に実施、４０６企業が回答（回答率４０.６％）] 

・ 設備投資を予定している企業は、前回調査より増加となるも、設備投資を予定

していない企業の理由は、「設備投資に見合う受注の見通しが立たない」が最

も多く、先行き不安な経営環境が伺えた 

・ 経営上の問題点では、「売上・受注の減少」、「同業他社との競争激化」、「労働

力確保」の順となり、人手不足に伴う影響を懸念する声が多く聞かれた 



 

 
 

 

 

 

中小企業景況調査報告書 
（平成２９年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県信用保証協会 
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調査方法・時期 

・ 平成２８年度（１０～１２月末）の保証動向（保証承諾・事故報告・代位弁済）の分析 

・ 景況調査アンケート（当協会を利用する中小企業１０００企業：回答数４０６企業） 

今期（平成２８年１０～１２月）を前期（平成２８年４～６月）と比較 

来期（平成２８年 １～ ３月）見通しを今期と比較 

 

 




